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研究成果の概要（和文）：すばる望遠鏡により取得されたデータを自動解析するシステムを開発

した。本解析システムは 25 台の解析用計算機とすばる望遠鏡のデータが保管されているデータ

アーカイブにより構成され、同時に 100 個までのデータ解析処理を実行することができる。本

解析システムは、Web ブラウザを利用によるインターネットを介した遠隔地からの利用が可能

であり、大量のデータを容易に解析し天文学研究に利用することができるようになった。 

研究成果の概要（英文）：We developed a system which analyzes automatically the data 
obtained with the Subaru Telescope. This system is constituted of 25 computers for data 
analysis and an archive system which holds the data of the Subaru Telescope. It is possible 
to perform up to 100 of analysis jobs simultaneously. This system can be accessed through 
the web browser remotely, and enable an researcher to perform an astronomical research 
which uses a large amount of data very easily. 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００９年度  1,900,000 570,000 2,470,000 

２０１０年度 900,000 270,000 1,170,000 

２０１１年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 

 
 

研究分野：観測的宇宙論 

科研費の分科・細目：天文学・天文学 

キーワード：データ解析システム、バーチャル天文台、すばる望遠鏡、分散処理、データアー

カイブ 

 
１．研究開始当初の背景 

すばる望遠鏡により取得されるデータは膨
大であり、研究開始時においてすでに 10TB
のデータが公開されていた。これまでは、こ
うした大量のデータを利用した天文学研究
を行うためには、全データを一旦自分の計算
機にダウンロードし、手動でデータ解析を行
う必要があった。しかしながら、こうしたこ

とを個々の研究者が個別に実施するのはデ
ータ通信量が膨大であるため事実上不可能
な状態であった。また、公開されているデー
タは生データであり、科学的な測定を行うた
めには解析処理を行う必要がある。こうした
解析処理の方法をマスターするには時間と
労力が必要であり、すばる望遠鏡のデータを
利用するうえでの大きな障害となっていた。 
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２．研究の目的 

すばる望遠鏡により取得された大量のデー
タを利用した研究を、誰もが簡単に行えるよ
う自動解析システムを構築することが第一
の目的である。 

また、このシステムを利用した大量データに
もとづく研究を遂行し、これまでは実現が困
難であった研究課題が容易に行えることを
実証することが第二の目的である。本研究期
間においては活動銀河核 (AGN) がどういっ
た環境に存在しているのかを、これまでの研
究にくらべより遠方の宇宙において、多数の
サンプルにもとづき検証を行うこととした。 

３．研究の方法 

手動で解析することを目的として作られた
既存のすばる望遠鏡解析ソフトウエアを基
に、自動解析が可能となるよう改良を加える。
また、アーカイブからデータを自動で取得す
る機能も追加する。大量のデータを短時間で
計算するために、多数の計算機から成る分散
解析処理システムを開発し、すばる望遠鏡の
全データの自動解析を行う。それらの解析さ
れたデータを利用し、数千個の活動銀河核と
その周辺の銀河との相関関数を求め、活動銀
河核の進化に対する環境効果についての研
究を行う。この解析システムを国立天文台が
運用を行っているバーチャル天文台サービ
スに組み込み、だれもが利用できるようにす
る。 

４．研究成果 

本研究により、すばる望遠鏡搭載装置のうち、
Suprime-Cam, MOIRCS について自動解析が可
能となった。また、HDS については研究期間
内には完了することができなかったが、終了
後も自動化へむけた取り組みを行っている。 

すばる望遠鏡のアーカイブデータを多数利
用することにより、これまでは不可能であっ
た種類の研究が可能となる。その一例として、
宇宙における銀河の形成、さらにはその大規
模構造がどのように形成されてきたのかを
知るための手がかりとして、活動銀河核 
(AGN) と周辺銀河との相関関数を求める研
究を行った。 

その結果、遠方の AGN ほど周辺の銀河数密
度が高く、銀河の合体・相互作用が盛んに行
われていることが示唆される結果を得るこ
とに成功した。 

これまでの同様の研究では、宇宙誕生後 80
億年以降の宇宙については詳細に行われて
いたが、それ以前の宇宙についてはごく限ら
れた天球領域の少数のデータセットに基づ

くものであり、精度よく普遍的な性質を求め
るには多数のサンプルにもとづく研究が不
可欠であった。 

そういった中で、本研究では数千個の AGN 
についてその周辺の銀河を限界等級 24 等
まで観測されているデータから抽出するこ
とにより、これまでに研究に比べより遠方と
なる、宇宙誕生後 20 億年以降の宇宙まで観
測領域を広げることに成功した。 

これまでの研究により宇宙年齢 30 億年のこ
ろに AGN の発生率が最大となることが分か
っている。すなわち、今回観測された宇宙は
AGN の起源である超大質量ブラックホール
の形成が頻繁に行われていた時期に相当す
る。この時期の宇宙において、AGN が高密度
な領域に見つかったことは、銀河同士の合体
が大質量ブラックホールの形成、さらには現
在の宇宙における大部分の銀河の形成に重
要な役割をはたしていることをうかがわせ
る、間接的な状況証拠を得ることに成功した
といえる。 

以上の研究例が示すように、すばる望遠鏡の
処理済みデータを一般に公開し、その利用を
促進することにより、多種・多様な研究成果
が得られることが期待できる。そのために、
本研究により解析された処理済みデータに
ついては、国立天文台が運用を行っている天
文データサービスである、バーチャル天文台
システムにおいて公開を行った。 

公開されているデータは自動で選択された
生データを利用して作成されたものである
が、研究目的によっては、観測条件が特別良
い状況で得られたデータのみを使って最終
データを作成したい場合がありえる。そうし
た要望にも応えられるよう、ユーザー独自の
基準で生データを選んで最終データを作成
する機能もバーチャル天文台において利用
できるようになっている。 

今後の展望としては、解析システムに関して
は、解析処理手順を明確化するとともに、デ
ータの質を表す指標の導入により、作成され
たデータの精度を簡単に参照できるシステ
ムにしていく必要があると考えている。 

データを利用した研究については、今回行っ
た AGN と銀河の相関を求める研究を、より
遠方の宇宙まで拡張することを検討してい
る。また、重力レンズ効果を使ったコスミッ
クストリングの探査や、最遠方クエーサーの
探査などの研究も進めていきたい。 
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